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児童生徒の現状 
 小学校では学ぶ意欲はあるものの、全国学力学

習状況調査における教科学力は若干下回って

いる。 

 中学校では、生徒会活動を中心に、学校の課題

の改善に努める取組が充実してきた。 

・中学校における長期欠席の生徒は全体の

10.5％である。（R5 全国平均 8.5％） 

 

培遠中学校区 校番 12 福山市立培遠中学校 
   

 最終更新日 2025 年（令和７年）１月 31 日 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 
・新しい時代に即した取組を行ってほしい。こ 

の先大変なことも多々あると思うが、全ては 

子ども達のために頑張ってほしい。 

 地域とのつながりを大切にする子ども達の

成長を楽しみに、これからも連携、協力をお

願いしたい。 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち、変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと、各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し、 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら、子どもたちの確かな学びを実現している。 

現 状 

＜児童生徒＞ 

・授業で分からないことはそのままにせず、分かるまで努力している生徒の割合は、１

年 68.9%、２年 64.9%、３年 69.3%である。（前年度 １年 76.1％、２年 66.7％、

３年 80.4％） 

・自分に良いところがあると答える生徒の割合は、１年 66.0%、２年 74.3%、３年

75.2%である。（前年度 １年 76.1％、２年 74.8％、３年 77.3％） 

・長期欠席生徒は全体の 10.5%である。（前年度 9.8%）※（R4 全国平均 3.8%） 

・日常生活で、生徒会活動を中心に問題発見、解決することが定着してきた。 

・一部の生徒で SNS を中心とした人間関係のトラブルが当事者同士で解決できず、大

きなトラブルになることがある。（前年度より増えている） 

＜授業＞ 

・総合的な学習では、SDGｓの実現や取材活動を通して、問題解決学習が定着してきた。 

・一人一台の Chrome bookを活用し、多様な授業方法や評価法にチャレンジしてい 

る。 

 

育成する力 

(21 世紀型“スキル＆倫理観”) 
○課題発見力 ○論理的思考力 ○ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 ○粘り強さ 

めざす 

子ども像 

 
Well-being の実現 

めざす SDGs、自分で決める、たんぽぽ魂、生活五訓（挨拶・時間・美化・服装・姿
勢）、感謝の気持ちを持つを意識して生活し、これらの力を高めていく。 

中１ 

身の回りの事象
について、課題を
見つけることがで
きる。 

 将来の進路希望
に基づいて、その
達成に向けて何を
すればよいか考え
ることができる。 

 お互いの違いを
理解し、協働する
ことができる。 

 困った時にあき
らめず、周りに聞
きながらでも、現
状を改善するため
に努力することが
できる。 

中２・３ 

身の回りの事象

について、多面的・

総合的に考えて、課

題を見つけること

ができる。 

 将来の進路希望

に基づいて、当面の

計画を立て、その達

成に向けて努力す

ることができる。 

 チームとしての

立場の違いを理解

し、お互いを活かし

ながら協働するこ

とができる。 

 苦境に立たされ

た時に自暴自棄に

ならず、現状を改善

するために努力す

ることができる。 
   

研究 

テーマ 
「生徒が創る学び」の実現（Well-being の実現を目指して） 

～ 粘り強さを育み、学びのつながりを実感できる授業づくり ～ 

内容等 
・主体的な学び・深い学びを促す質の高い問い  

・学びを深める振り返り 

めざす授業の姿 

○生徒自身が「やってみたい！」という好奇心を喚起する課題設定のある授業 
→ 本時の振り返りから、次時の課題へつながっていく 

〇トライ＆エラーを実践できる授業 
→ 「間違えた」「分からない」を安心して言える 

〇「記号接地」をテーマに学びを中心に据えた授業 
→ 知識技能を定着させ、知っていることを使って考えると分かることがたくさ 

       んあるという感覚を生徒が実感できる 

 

ミッション 

知・徳・体の調和がとれ、自らの学校に誇りを持てる生徒を育てるとともに、地域・

保護者との繋がりを深め、地域に愛され、信頼される学校教育の創造を目指す。 

 
学校教育目標 

夢を志にチャレンジ 

 ～たくましく生きる力を身に付け、自らの進路をきり拓き、地域に貢献できる生徒を育てる～ 

 

育成する力 

(21 世紀型“スキル＆倫理観”) 
課題発見力、論理的思考力、コミュニケーション力、粘り強さ 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 
自己を認識し、自分の人生を選択し、表現することができる 

中学校区として 
統一した取組等 

・発信・表現の充実を踏まえた生活科・総合的な学習の時間の単元づくり 

・相手・目的意識をもたせた特別活動の充実 

・図書館を含めた学習環境の整備 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

２ 主体的に学ぶ力

の育成 

★ 

見

直

し 

主体的に学ぶ態度

を育む。 

▽生徒が意欲的に探究

できるような問いや

単元づくりを行う。 

 

▽生徒が自分の学びに 

ついて振り返り、自己 

調整する場面を設け 

る。 

△「もっと学びたい」「授

業が楽しい」生徒の割

合を 80％以上にす

る。 

△授業の中で、学んだこ

とを振り返っている

生徒の割合を 80%以

上にする。 

□もっと学びたい・楽しい 

 １年 75％・83％ 

 ２年 69％・86％ 

 ３年 57％・72％ 

□振り返り 

 １年 69％ 

 ２年 66％ 

 ３年 63％ 

３ ２ 

〇３つのテーマで授

業実践を行い、授業

改善に取り組んだ

ことを交流する機

会を設定する。 

〇各教科で行ってい

る振り返りを生徒

が実感できるもの

にする。 

□もっと学びたい・楽しい 

 １年 75%・81％ 

 ２年 68%・79％ 

 ３年 62%・66％ 

□振り返り 

 1 年 70% 

 2 年 67% 

 3 年 63% 

◎目標達成に向けた取

組は行ってはいるが、

主体的に学ぶ態度を

育むまではできてい

ない。 

２ ２ ３ 

○引き続き生徒が意

欲的に探究できる

よう授業改善を行

う。 

 

○引き続き各教科で

行っている振り返

りを生徒が実感で

きるものにする。 

 

見

直

し 

自らの目標を設定

し、学び方を考えな

がら学力の定着を

図る授業づくりを

行う。 

▽自分で選んだり、決め

たりすることができ

るような授業場面を

設定する。 

 

△自分で考えた方法で

学んでいる生徒の割

合を 80%以上にす

る。 

△授業で学んだことが

使える生徒の割合を

80％以上にする。 

□自分で考えて学ぶ 

 １年 82％ 

 ２年 64％ 

 ３年 55％ 

□学んだことを使う 

 １年 83％ 

 ２年 77％ 

 3 年 58％ 

３ ２ 

〇授業者が意図的に

学び方を考える授

業場面を設定でき

るよう検証の場を

設ける。 

〇学んだことを使う

例を挙げるなどし

て確認する。 

 

□自分で考えて学ぶ 

 1 年 74% 

 2 年 73% 

 3 年 66% 

□学んだことを使う 

 １年 79% 

 2 年 74% 

 ３年 76% 

◎自分で選んだり、決め

たりすることができ

るような授業場面を

十分に設定できてい

ない。 

３ ２ ３ 

○授業改善の視点と

して学び方を選べ

る場を設定する。 

 

○学んだことを使う

ような授業を仕組

む。 

２ 

自らに自信を

持つとともに、

感謝の気持ち

を持つ心の育

成 

★ 
継

続 

自分で決め、実行す

ることを通して自

信を育む。 

▽生徒主体となって、自

分たちの生活をより

よくするための目標

や活動内容を考え、誰

もが過ごしやすい学

校、誰もがやり直しが

できる学校にしてい

く。 

△学級や委員会等で自

分の役割を果たして

いる生徒の割合を 80 

 ％以上にする。 

△目標や努力すること

を決めて取り組んで

いる生徒の割合を 80 

 ％以上にする。 

□自分の役割を果た

している 

 １年 82％ 

 ２年 84％ 

 ３年 84％ 

□目標等を決めて取

り組んでいる 

 １年 82％ 

 ２年 86％ 

 ３年 79％ 

３ ３ 

〇委員会活動の充実

化、役割を果たして

いることを肯定的

に評価できる場を

設定する。 

〇目標や努力するこ

とを決めて取り組

んでいることを肯

定的に評価できる

場を設定する。 

 

□自分の役割を果たし 

ている 

 1 年 86% 

 2 年 76% 

 3 年 84% 

□目標等を決めて取り 

組んでいる 

 １年 86% 

 2 年 76% 

 ３年 81% 

◎自分で決め、実行する

ことは概ねできてい

るが、自信を育むまで

はできていない。 

３ ３ ３ 

○委員会活動のみな

らず、授業を中心

に様々な学習活動

のなかで自分の良

さに気づける場面

を増やす。 

 

○職員全体で生徒そ

れぞれの良さを認

め、伝えることを

意識する。 

 
継

続 

感謝の気持ちをも

った言動をしよう

とする態度を育む。 

▽自分から感謝の気持

ちを伝える機会を仕

組む。 

△自分から感謝の言葉

（ありがとうなど）を

発している生徒の割

合を 85％以上にす

る。 

□自分から感謝の言

葉を発している 

 １年 94％ 

 ２年 96％ 

 ３年 90％ 

４ ４ 

〇いろいろな活動の

中で感謝や思いや

りの心を育む活動

を継続して行う。 

□自分から感謝の言葉

を発している 

１年 92% 

2 年 91% 

 ３年 93% 

◎感謝の気持ちをもっ 

た言動をしようとす 

る態度を育むことが 

できた。 

４ ４ 5 

〇引き続き感謝や思

いやりの心を育む

活動を行う。 

福山市立培遠中学校 
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自分の生活を

律するたくま

しい心と体の

育成 

 

見

直

し 

体を動かすことの

楽しさに気づき、自

ら体力づくりに取

組む態度を育む。 

▽体育の授業で、個々
の体力向上のため
に、いろんなトレー
ニングを実践し、取
り組ませる。 

▽主体的に参加できる
イベントを継続す
る。 

△運動やスポーツをす

ることが好きな生徒

の割合を 70％以上に

する。 

△体育的行事における生

徒の満足度を 90%以

上にする。 

□運動やスポーツを

することが好きな

生徒 

 １年 72％ 

 ２年 66％ 

 ３年 66％ 

□体育大会に満足し

た生徒 

 97％ 

３ ３ 

〇体育の授業を中心

に興味を持たせる

ような取組を工夫

する。 

〇縦割りのチームで

異学年での教え合

いを中心に生徒主

体の体育的行事を

引き続き行う。 

□運動やスポーツをす 

ることが好きな生徒 

１年 75.% 

 2 年 69% 

 ３年 60% 

□持久走記録会に満足 

した生徒 

78％ 

◎主体的に参加できる 

行事等を仕組むこと 

はできたが、自ら体力 

づくりに取組む態度 

を育むことはできな 

かった。 

２ ２ ３ 

〇体育の授業を中心

に体力向上に関し

ての意識や興味を

持たせるよう工夫

をする。 

 

〇体育的行事は引き

続き生徒主体の行

事として行う。 

２ 

教職員がやり

がいと充実感

をもち、元気に

働くことがで

きる環境づく

り 

 

見

直

し 

教職員一人一人が

主体的に学校運営

に参画しようとす

る意識を育む。 

▽分掌について目的と
方向性を確認しなが
ら企画立案する。 

 
 
 
▽各自が自己研修計画
を作成し、授業等に取
組ませる。 

 

△時間外勤務時間が 45
時間を超える教職員を
0 人にする。 

△仕事に意義とやりがい
を感じている教員の割
合を 85%以上にする。 

△本音を気がねなく発言
でき、個性が認められて
いるという実感がある
教員の割合を 70%以
上にする。 

□４～８月平均 45 時 

間を超える教職員 

 49％（51/105） 

□意義とやりがいを感

じている 

 87％ 

□本音を気がねなく発

言でき、個性が認めら

れている 

 60％ 

２ ２ 

〇時間外勤務を削減す

る仕組みづくりを行

う。 

〇個々の取組を評価

し、認め合う機会を

設定する。 

〇安心して安全に働け

る学校づくりを行

う。 

□１０～1月平均45時間

を超える教員 44% 

  （37/84） 

□意義とやりがいを感じ

ている 

 90% 

□本音を気がねなく発言

でき、個性が認められて

いる 

 62％ 

◎教職員一人一人が主体

的に学校運営に参画し、

取組をすすめることが

できた。 

３ ２ ３ 

〇行事や取組の意義

を再考し、業務の見

直しを進めていく。 

  

〇引き続き個々の取

組を評価し、認め合

う機会を設定する。 

 

〇安心・安全に働ける

学校づくりを行う。 

２ 

地域・保護者か

ら信頼され、通

わせてよかっ

たと思われる

学校づくり 

 

見

直

し 

地域・保護者からの

満足度の高い学校

運営を行う。 

▽積極的に学校の活動
を地域・保護者に発信
する。 

 
 
 
 
 
▽地域の公園の管理や
環境活動など持続可
能なまちづくりを教
育課程に位置付ける。 

△学校の取組がよくわか
ると回答する保護者の
割合を 80％以上にす
る。 

△子どもは学校生活に満
足していると回答する
保護者の割合を 80％
以上にする。 

△地域を住みよいまちに
していくために貢献し
ていると答える生徒の
割合を 70％以上にす
る。 

□取組がよくわかる 

 83％ 

 

□子どもは学校生活 

 に満足 

 89％ 

□貢献している 

 １年 55％ 

 ２年 60％ 

 ３年 52％ 

３ ３ 

〇HP 等で情報等を引

き続き発信する。 

〇安心して安全に学べ

る学校づくりを行

う。 

〇地域との連携によ

り、地域行事等への

ボランティア等の積

極的な参加を働きか

ける。 

□取組がよくわかる 

79％ 

□子どもは学校生活に満

足 82％ 

□貢献している 

  1 年 68％ 

  ２年 58％ 

  ３年 51％ 

◎評価指標を全てクリア

できておらず、地域・保

護者からの満足度を高

めることはできていな

い。 

３ ２ ３ 

〇保護者へ行事への

参加を周知し、学校

の様子を実際に見

てもらう機会を増

やしていく。 

〇引き続き地域との

連携により、生徒の

地域でのボランテ

ィア活動をさらに

充実させるととも

に、取組を評価して

いく。 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


